
(57)【要約】

ハロゲンガスが充填されたシングルエンデッド又はダブ

ルエンデッド白熱ランプは、一対の脚部（１８′）とバ

レル部分とを有するタングステンフィラメント（１０）

を具える。シングルエンデッドカプセルのタングステン

フィラメント（１０）の一方の脚部（１８′）をガラス

エンベロープ（３０′）のつまみ封止部（３２′）すな

わち押圧封止部内に延在させて寿命終了時の電気的なア

ーク放電を受動的に消滅させる。つまみ封止部（３２′

）の付近のフィラメント脚部（１８Ａ）の端部は、つま

み封止部内にあるカプセルのモリブデンリードワイヤ（

３６′）上に形成された緊締部材（３７′）を介してこ

のワイヤに連結させるか又はこのワイヤにより支持させ

ることができる。電気的なアーク放電がつまみ封止部（

３２′）内に延在するフィラメント（１０）を経て伝達

されると、このアーク放電が受動的に消滅される。カプ

セル内のアーク放電の信頼的な消滅が簡単な構造及び最

少材料で達成される。フィラメント脚部（１８′）を一

次コイルとして形成する場合、このコイルを伸長させて

、その直径がつまみ封止部（３２′）内に埋込まれた個
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
つ ま み 封 止 部 よ り 成 る 端 部 を 有 し 、 密 封 空 所 を 囲 む 光 透 過 性 カ プ セ ル エ ン ベ ロ ー プ と 、
前 記 密 封 空 所 内 の ハ ロ ゲ ン 含 有 不 活 性 ガ ス と 、
一 対 の 脚 部 と こ れ ら 脚 部 間 の バ レ ル 部 分 と を 有 す る タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト で あ っ て 、
前 記 バ レ ル 部 分 が 前 記 密 封 空 所 内 に 配 置 さ れ て い る 当 該 タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト と 、
前 記 つ ま み 封 止 部 内 に 延 在 す る 一 対 の 電 流 供 給 ワ イ ヤ で あ っ て 、 こ れ ら 電 流 供 給 ワ イ ヤ の
少 な く と も 一 方 が 、 前 記 脚 部 の う ち の 少 な く と も 一 方 の 脚 部 の 一 部 分 に 前 記 つ ま み 封 止 部
内 で 取 付 け ら れ て い る 当 該 電 流 供 給 ワ イ ヤ と
を 具 え て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 一 対 の 前 記 電 流 供 給 ワ イ ヤ の 各 々 に 緊
締 部 材 が 設 け ら れ 、 こ れ ら 緊 締 部 材 が 前 記 脚 部 の 各 々 に 緊 締 さ れ 、 こ れ ら 緊 締 部 材 の 少 な
く と も 一 方 と 、 前 記 脚 部 の 前 記 少 な く と も 一 方 の 一 部 分 と が 前 記 つ ま み 封 止 部 内 に 位 置 し
て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 カ プ セ ル エ ン ベ ロ ー プ が 互 い に 対
向 す る 一 対 の 端 部 を 有 し 、 各 端 部 に は つ ま み 封 止 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 電 流 供 給 ワ イ
ヤ の 各 々 が 前 記 つ ま み 封 止 部 の そ れ ぞ れ の 中 に 延 在 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 電 流 供 給 ワ イ ヤ の 各 々 に は 、 前 記
つ ま み 封 止 部 内 に そ れ ぞ れ 位 置 す る 緊 締 部 材 が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 緊 締 部 材 が 前 記 脚
部 を そ れ ぞ れ 緊 締 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 電 流 供 給 ワ イ ヤ の 一 方 が 前 記 カ プ
セ ル エ ン ベ ロ ー プ 内 に 延 在 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 緊 締 部 材 の 双 方 が 前 記 つ ま み 封 止
部 内 に 位 置 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 電 流 供 給 ワ イ ヤ の 一 方 が 、 前 記 一
対 の 脚 部 の う ち 前 記 つ ま み 封 止 部 の 側 と 反 対 側 の 脚 部 に 取 付 け ら れ た 長 い リ ー ド で あ り 、
前 記 フ ィ ラ メ ン ト は 前 記 長 い リ ー ド と 前 記 つ ま み 封 止 部 と に よ り 支 持 さ れ て い る ハ ロ ゲ ン
白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 こ の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル が 更 に 、 前
記 つ ま み 封 止 部 内 に 延 在 す る フ ィ ラ メ ン ト 支 持 体 を 有 し て お り 、 こ れ ら 支 持 体 が 前 記 一 対
の 脚 部 間 の 前 記 タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト を 支 持 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト が タ ン
グ ス テ ン ワ イ ヤ で あ り 、 こ の タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ が 、 前 記 バ レ ル 部 分 を 通 っ て 延 在 し て 前
記 一 対 の 脚 部 を 形 成 す る 一 次 コ イ ル と 、 前 記 バ レ ル 部 分 を 形 成 す る 二 次 コ イ ル と し て 形 成
さ れ て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 つ ま み 封 止 部 内 の 前 記 一 対 の 脚 部
の 一 次 コ イ ル が 伸 長 さ れ 、 つ ま み 封 止 部 内 で 電 流 供 給 ワ イ ヤ の １ つ に 取 付 け ら れ た 少 な く
と も １ つ の 緊 締 部 材 の 緊 締 空 隙 が タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ の 直 径 に 近 似 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱
カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 カ プ セ ル エ ン ベ ロ ー プ が 互 い に 対
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向 す る 一 対 の 端 部 を 有 し 、 各 端 部 に は つ ま み 封 止 部 が 設 け ら れ て お り 、 各 つ ま み 封 止 部 内
に は 緊 締 部 材 が あ り 、 前 記 一 対 の 脚 部 の 一 次 コ イ ル が 伸 長 さ れ て 、 各 つ ま み 封 止 部 内 の 前
記 各 緊 締 部 材 の 緊 締 空 隙 が タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ の 直 径 に 近 似 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ
ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 つ ま み 封 止 部 内 の 前 記 一 対 の 脚 部 の 各
々 の 一 次 コ イ ル が 伸 長 さ れ て 、 こ れ ら 一 次 コ イ ル の 直 径 が つ ま み 封 止 部 内 で 実 質 的 に タ ン
グ ス テ ン ワ イ ヤ の 直 径 と な っ て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
つ ま み 封 止 部 よ り 成 る 端 部 を 有 し 、 密 封 空 所 を 囲 む 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ と 、
前 記 密 封 空 所 内 に 入 れ た ハ ロ ゲ ン 含 有 不 活 性 ガ ス と 、
一 対 の 脚 部 と こ れ ら 脚 部 間 の バ レ ル 部 分 と を 有 す る タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト で あ っ て 、
前 記 バ レ ル 部 分 が 前 記 密 封 空 所 内 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト が タ
ン グ ス テ ン ワ イ ヤ で あ り 、 こ の タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ が 、 前 記 バ レ ル 部 分 を 通 っ て 延 在 し て
前 記 一 対 の 脚 部 と な っ て い る 一 次 コ イ ル と 、 前 記 バ レ ル 部 分 を 形 成 す る 二 次 コ イ ル と し て
形 成 さ れ て い る 当 該 タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト と 、
前 記 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ 内 に 延 在 す る 一 対 の モ リ ブ デ ン 電 流 供 給 ワ イ ヤ で あ っ て 、 こ
れ ら 電 流 供 給 ワ イ ヤ の 各 々 に は 緊 締 部 材 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 緊 締 部 材 が 前 記 一 対 の 脚 部 を
そ れ ぞ れ 緊 締 し 、 こ れ ら 緊 締 部 材 の 少 な く と も １ つ と 、 前 記 一 対 の 脚 部 の う ち の 少 な く と
も １ つ の 脚 部 の 一 部 分 と が 前 記 つ ま み 封 止 部 内 に 位 置 し て い る 当 該 電 流 供 給 ワ イ ヤ と
を 具 え て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ ３ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 一 次 コ イ ル が 伸 長 さ れ て 、 こ の
一 次 コ イ ル が 、 実 質 的 に 、 前 記 つ ま み 封 止 部 内 で 前 記 一 対 の 脚 部 の 前 記 一 部 分 全 体 に 亙 っ
て タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ の 直 径 と な っ て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 カ プ セ ル エ ン ベ ロ ー プ が 互 い に
対 向 す る 一 対 の 端 部 を 有 し 、 こ れ ら 端 部 の 各 々 が 前 記 つ ま み 封 止 部 と 、 こ の つ ま み 封 止 部
内 の 前 記 緊 締 部 材 と を 有 し て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ５ に 記 載 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に お い て 、 前 記 一 次 コ イ ル が 伸 長 さ れ て 、 こ の
一 次 コ イ ル が 、 実 質 的 に 、 前 記 つ ま み 封 止 部 内 で 前 記 一 対 の 脚 部 の 前 記 一 部 分 全 体 に 亙 っ
て タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ の 直 径 と な っ て い る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 密 封 空 所 を 囲 み 、 一 端 に つ ま み 封 止 部 を 有 す る 透 光 性 エ ン ベ ロ ー プ と 、 こ の 空
所 内 に 入 れ ら れ た 中 央 の バ レ ル （ 筒 状 体 ） 及 び 一 対 の 脚 部 を 有 す る フ ィ ラ メ ン ト と を 具 え
る ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に 関 す る も の で あ る 。 フ ィ ラ メ ン ト の 端 部 、 す な わ ち 脚 部 は 、 つ
ま み 封 止 部 内 に 封 入 さ れ た 一 対 の リ ー ド ワ イ ヤ に 取 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら リ ー ド ワ イ ヤ
は つ ま み 封 止 部 か ら 密 封 空 所 の 外 部 に 延 在 し て い る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 一 次 コ イ ル 及 び 二
次 コ イ ル を 有 す る フ ィ ラ メ ン ト を 具 え 、 一 次 コ イ ル の 両 端 部 が リ ー ド ワ イ ヤ に 取 付 け る た
め の 脚 部 を 構 成 し て い る カ プ セ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
図 １ は 、 一 対 の タ ン グ ス テ ン 脚 部 １ ８ 間 に バ レ ル １ ６ を 有 す る タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト
１ ０ と 、 両 端 の 各 々 に つ ま み 封 止 部 ２ ２ を 有 す る い わ ゆ る “ ダ ブ ル エ ン デ ッ ド ” の 石 英 エ
ン ベ ロ ー プ ２ ０ と を 具 え る 既 知 の ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル を 示 す 。 バ レ ル １ ６ は 中 央 の 空 所
２ ４ 内 に 位 置 し て お り 、 コ イ ル 脚 部 １ ８ は つ ま み 封 止 部 ２ ２ 内 に 延 在 し て い る と と も に こ
れ ら コ イ ル 脚 部 の 各 々 は モ リ ブ デ ン 箔 ２ ６ の 一 端 に 溶 接 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の モ リ ブ デ
ン 箔 ２ ６ の 他 端 に は モ リ ブ デ ン リ ー ド ２ ８ が 溶 接 さ れ 、 こ れ ら モ リ ブ デ ン リ ー ド は つ ま み
封 止 部 ２ ２ か ら 外 部 に 延 在 し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
タ ン グ ス テ ン コ イ ル 脚 部 １ ８ を モ リ ブ デ ン 箔 ２ ６ に 溶 接 す る の を 容 易 に す る た め に 、 タ ン
グ ス テ ン コ イ ル 脚 部 １ ８ と モ リ ブ デ ン 箔 ２ ６ と の 間 に 、 小 さ な 金 属 箔 （ プ ラ チ ナ ） ２ ６ Ａ
を 配 置 す る こ と が で き る 。 各 々 の つ ま み 封 止 部 ２ ２ は 、 モ リ ブ デ ン 箔 ２ ６ と 、 プ ラ チ ナ 箔
２ ６ Ａ と 、 タ ン グ ス テ ン コ イ ル 脚 部 １ ８ 及 び モ リ ブ デ ン リ ー ド ２ ８ の 端 部 と を 収 容 し て い
る 。 カ プ セ ル の 全 点 灯 （ 動 作 ） 温 度 に 亙 っ て つ ま み 封 止 部 ２ ２ を 気 密 封 止 状 態 に す る に は
、 石 英 エ ン ベ ロ ー プ ２ ０ 内 に モ リ ブ デ ン 箔 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ２ は 、 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ ３ ０ と 、 そ の 一 端 の つ ま み 封 止 部 ３ ２ と を 有 す る 従 来 の
シ ン グ ル エ ン デ ッ ド 硬 質 ガ ラ ス カ プ セ ル を 示 す 。 短 い モ リ ブ デ ン リ ー ド ３ ６ と 、 長 い モ リ
ブ デ ン リ ー ド ３ ８ と が つ ま み 封 止 部 ３ ２ を 貫 通 し て い る 。 短 い モ リ ブ デ ン リ ー ド ３ ６ は 、
代 表 的 に こ の リ ー ド ３ ６ に 形 成 し た 緊 締 部 材 ３ ７ に よ り 、 一 方 の コ イ ル 脚 部 １ ８ に 取 付 け
ら れ て い る 。 長 い モ リ ブ デ ン リ ー ド ３ ８ は 例 え ば 、 緊 締 部 材 ３ ９ を 介 し て コ イ ル 脚 部 １ ８
に 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 既 知 の 構 成 に よ れ ば 、 双 方 の 緊 締 部 材 ３ ７ 、 ３ ８ と 、 タ ン グ ス
テ ン フ ィ ラ メ ン ト １ ０ と が 密 封 空 所 ３ ４ 内 に 位 置 し て い る 。 硬 質 ガ ラ ス の 熱 膨 張 係 数 は モ
リ ブ デ ン の 熱 膨 張 係 数 と 一 致 し て お り 、 図 １ に 示 す モ リ ブ デ ン 箔 ２ ６ を 必 要 と し な く な る
。 モ リ ブ デ ン を 空 所 ３ ４ の 内 部 に 入 れ る と 、 モ リ ブ デ ン が リ ー ド か ら カ プ セ ル の 壁 部 に 移
動 す る の を 減 少 さ せ る た め に ハ ロ ゲ ン の 化 学 反 応 を 変 更 さ せ る 必 要 性 が 生 じ る お そ れ が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ３ は 、 図 １ 及 び ２ に 示 す ハ ロ ゲ ン カ プ セ ル に 用 い ら れ る フ ィ ラ メ ン ト １ ０ を 示 し て い る
。 二 重 コ イ ル フ ィ ラ メ ン ト １ ０ は 一 次 コ イ ル １ ４ と 二 次 コ イ ル １ ６ と を 有 す る 。 フ ィ ラ メ
ン ト １ ０ は タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ １ ２ を 以 て 構 成 さ れ 、 こ の タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ を 直 径 が ８
０ ～ １ ５ ０ μ ｍ 程 度 の 第 １ の 心 棒 上 で 巻 取 っ て 、 外 径 が １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｍ 程 度 の 一 次 コ
イ ル １ ４ を 形 成 し て い る 。 こ の 一 次 コ イ ル １ ４ を 直 径 が ３ ０ ０ ～ ８ ０ ０ μ ｍ 程 度 の 第 ２ の
心 棒 上 で 巻 取 っ て 、 バ レ ル １ ６ を 構 成 す る 二 次 コ イ ル １ ６ を 形 成 し て い る 。 第 ２ の 心 棒 を
引 抜 く か 或 い は 溶 か し 、 そ の 後 第 １ の 心 棒 を 溶 解 に よ り 完 全 に 又 は 部 分 的 に 除 去 す る 。 心
棒 を そ の ま ま に し て お く コ イ ル を 有 す る ダ ブ ル エ ン デ ッ ド カ プ セ ル は 米 国 特 許 第  ４ ， １
３ ２ ， ９ ２ ２ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ダ ブ ル エ ン デ ッ ド 石 英 カ プ セ ル は 、 吹 込 み ガ ラ ス 反 射 器 の よ う な 薄 肉 ガ ラ ス の 外 囲 器 、 装
飾 外 囲 器 及 び 一 般 的 な 照 明 分 野 に 対 す る 外 囲 器 に 入 れ て 市 販 さ れ て い る 。 シ ン グ ル エ ン デ
ッ ド 硬 質 ガ ラ ス カ プ セ ル は 、 パ ラ ボ ラ 状 の ア ル ミ 処 理 し た 反 射 器 （ Ｐ Ａ Ｒ ） 用 の ラ ン プ 及
び 一 般 的 な 照 明 用 の 光 透 過 性 バ ル ブ の よ う に 、 厚 肉 ガ ラ ス 外 囲 器 に 入 れ て 市 販 さ れ て い る
。 図 １ に 示 す よ う に 、 つ ま み 封 止 部 ２ ２ 内 に 延 在 す る コ イ ル 脚 部 １ ８ を 有 す る ダ ブ ル エ ン
デ ッ ド 石 英 カ プ セ ル で は 、 寿 命 終 了 時 に お け る ア ー ク 放 電 の 受 動 的 な （ 穏 や か な ） 消 滅 が
生 じ る 。 硬 質 ガ ラ ス ハ ロ ゲ ン カ プ セ ル 中 で の ア ー ク 放 電 の 能 動 的 な （ 激 し い ） 消 滅 を 無 く
す こ と に よ り 、 硬 質 ガ ラ ス カ プ セ ル を 有 す る 薄 肉 ガ ラ ス 外 囲 器 ラ ン プ を 市 販 し う る よ う に
な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 且 つ 経 済 的 な 構 成 で 、 寿 命 終 了 時 に 生 じ る ア ー ク 放 電 を 受 動 的 に 消
滅 さ せ る 、 硬 質 ガ ラ ス 内 に 入 れ ら れ た ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル を 提 供 せ ん と す る に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 目 的 及 び そ の 他 の 目 的 を 、 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ を 有 す る ハ ロ ゲ
ン 白 熱 カ プ セ ル で あ っ て 、 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ が そ の 一 端 に 少 な く と も １ つ の つ ま み
封 止 部 を 有 す る と と も に フ ィ ラ メ ン ト 、 例 え ば タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト を 収 容 し て い る
当 該 ハ ロ ゲ ン 白 熱 カ プ セ ル に よ り 達 成 す る 。 フ ィ ラ メ ン ト よ り 成 る 少 な く と も １ つ の 脚 部
を つ ま み 封 止 部 内 に 延 在 さ せ る と と も に 、 こ の つ ま み 封 止 部 内 で リ ー ド 、 例 え ば モ リ ブ デ
ン リ ー ド に 取 付 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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フ ィ ラ メ ン ト が 寿 命 の 終 了 で 破 損 さ れ る と 、 空 所 内 で つ ま み 封 止 部 の 内 面 付 近 で の フ ィ ラ
メ ン ト 脚 部 の 崩 壊 に と も な う ア ー ク 放 電 が 受 動 的 に 消 滅 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る 他 の 観 点 に よ れ ば 、 フ ィ ラ メ ン ト が 一 次 コ イ ル を 有 し 、 フ ィ ラ メ ン ト 脚 部 の
一 次 コ イ ル を 変 形 さ せ て 、 つ ま み 封 止 部 内 の 脚 部 部 分 が ま っ す ぐ と な る か 、 又 は そ の ピ ッ
チ が 増 大 す る よ う に す る 。 コ イ ル 脚 部 を 変 形 、 例 え ば 伸 長 さ せ る と 、 つ ま み 封 止 部 付 近 の
線 形 ワ イ ヤ 密 度 が 減 少 す る こ と に よ り 寿 命 終 了 時 の 電 気 的 な ア ー ク 放 電 の 消 滅 時 間 及 び エ
ネ ル ギ ー が 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
コ イ ル 脚 部 を 変 形 、 例 え ば 伸 長 さ せ る こ と に よ り 、 コ イ ル 脚 部 を 緊 締 す る 空 隙 を モ リ ブ デ
ン 緊 締 部 材 に 形 成 せ ず に タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ を こ の モ リ ブ デ ン 緊 締 部 材 に よ り 完 全 に 挟 み
込 む 為 、 こ の タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ を 強 力 に 緊 締 さ せ る こ と が で き る 。 一 次 コ イ ル を そ の ま
ま 緊 締 さ せ る と 、 コ イ ル 脚 部 に ひ ず み や 破 損 が 生 じ る の を 回 避 す る 精 密 な 緊 締 空 隙 を 緊 締
部 材 に 形 成 す る 必 要 が あ る も 、 上 述 し た よ う に コ イ ル 脚 部 を 伸 長 さ せ る こ と に よ り 、 精 密
な 緊 締 空 隙 を 緊 締 部 材 に 形 成 し な い で す む 。 す な わ ち 、 コ イ ル 脚 部 を 変 形 さ せ て 緊 締 さ せ
る こ と に よ り 、 一 次 コ イ ル の 直 径 が 異 な る こ と に よ る 装 着 装 置 で の 緊 締 空 隙 の 設 計 変 更 が
必 要 と し な く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 理 由 で 、 緊 締 部 材 が つ ま み 封 止 部 （ 押 圧 封 止 部 ） 内 に あ る か 否 か に か か わ ら ず 、 コ イ
ル 脚 部 が 緊 締 さ れ る 個 所 で こ れ ら コ イ ル 脚 部 の 双 方 を 変 形 さ せ る の が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ４ に 示 し た シ ン グ ル エ ン デ ッ ド カ プ セ ル は 、 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ ３ ０ ′ と 、 つ ま み
封 止 部 ３ ２ ′ と 、 空 所 ３ ４ ′ と を 有 す る 。 空 所 ３ ４ ′ に は 、 ハ ロ ゲ ン を 含 有 す る 不 活 性 ガ
ス が 充 填 さ れ て い る 。 こ の シ ン グ ル エ ン デ ッ ド カ プ セ ル は 、 フ ィ ラ メ ン ト 脚 部 １ ８ ′ が 、
つ ま み 封 止 部 ３ ２ ′ 内 に 延 在 す る 脚 部 部 分 １ ８ Ａ を 有 し て い る こ と を 除 い て 、 図 ２ の 例 に
類 似 し て い る 。 こ の 脚 部 部 分 １ ８ Ａ は つ ま み 封 止 部 ３ ２ ′ 内 の 短 い リ ー ド ３ ６ ′ に 、 そ の
位 置 ３ ７ ′ で 連 結 さ れ て お り 、 こ の 位 置 ３ ７ ′ は 例 え ば 、 緊 締 部 材 ３ ７ ′ と す る 。 短 い リ
ー ド ３ ６ ′ 及 び 長 い リ ー ド ３ ８ ′ は 電 流 供 給 リ ー ド で あ り 、 こ れ ら 電 流 供 給 リ ー ド は 双 方
と も 硬 質 ガ ラ ス の つ ま み 封 止 部 ３ ２ ′ 内 に 封 入 さ れ て い る 。 好 適 実 施 例 に よ れ ば 、 図 ７ と
関 連 し て 説 明 す る よ う に 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ０ の 一 次 コ イ ル １ ４ を 変 形 さ せ 、 例 え ば 、 伸 長
さ せ 、 脚 部 １ ８ ′ 又 は 脚 部 部 分 １ ８ Ａ の 直 径 を ほ ぼ 、 つ ま み 封 止 部 ３ ２ 内 の タ ン グ ス テ ン
ワ イ ヤ １ ２ の 直 径 ま で 減 少 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ５ に 示 す ダ ブ ル エ ン デ ッ ド カ プ セ ル は 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ ４ ０ を 有 し 、 こ の エ ン ベ
ロ ー プ は 、 一 対 の 対 向 す る つ ま み 封 止 部 ４ ２ と 、 フ ィ ラ メ ン ト １ ０ の 二 次 コ イ ル 、 す な わ
ち 、 バ レ ル １ ６ を 収 容 す る 密 封 空 所 ４ ４ と を 有 す る 。 各 脚 部 １ ８ ′ は そ れ ぞ れ の つ ま み 封
止 部 ４ ２ 内 に 延 在 し 、 こ の つ ま み 封 止 部 で 各 脚 部 部 分 １ ８ Ａ が リ ー ド ワ イ ヤ ４ ６ の 位 置 ４
８ 、 例 え ば 、 緊 締 部 材 ４ ８ に 取 付 け ら れ 、 例 え ば 、 緊 締 さ れ て い る 。 例 示 す る と 、 図 ４ に
３ ６ ′ 、 ３ ８ ′ と し て 、 ま た 図 ５ に ４ ６ と し て 示 す 電 流 供 給 リ ー ド ワ イ ヤ と 、 図 ４ 及 び 図
５ の そ れ ぞ れ の 緊 締 部 材 ３ ７ ′ 、 ４ ８ と は モ リ ブ デ ン で あ る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 つ ま み
封 止 部 ４ ２ に お け る 脚 部 部 分 １ ８ Ａ の 少 な く と も １ つ が 崩 壊 し た 場 合 の 寿 命 終 了 時 の ア ー
ク 放 電 の 受 動 的 な 消 滅 を 確 実 に す る 。 一 次 コ イ ル １ ６ は 、 図 ７ に つ き 説 明 す る よ う に 、 脚
部 の 直 径 が ほ ぼ 、 タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ １ ２ の 直 径 ま で 減 少 す る よ う に 変 形 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ６ に 示 す シ ン グ ル エ ン デ ッ ド カ プ セ ル は 、 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ ５ ０ と 、 つ ま み 封 止
部 ５ ２ と 、 密 封 空 所 ５ ４ と を 有 す る 。 こ の 場 合 、 双 方 の フ ィ ラ メ ン ト 脚 部 １ ８ ′ が 同 じ つ
ま み 封 止 部 ５ ２ 内 の リ ー ド ５ ６ に そ の 部 分 ５ ７ で 、 例 え ば 、 リ ー ド の 緊 締 部 材 ５ ７ で 取 付
け ら れ 、 例 え ば 、 緊 締 さ れ て い る 。 二 次 コ イ ル １ ６ は “ Ｍ ” 字 状 に 装 着 さ れ て い る も 、 こ
の “ Ｍ ” 字 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 フ ィ ラ メ ン ト バ レ ル １ ６ を 小 さ い 空 所 ５ ４ 内 に
装 着 し う る か 、 又 は 長 い バ レ ル を 収 容 で き れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 カ プ セ ル は 高 電 圧 （ ２
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３ ０ Ｖ ） 分 野 又 は 再 設 計 の （ バ レ ル の 長 さ を 長 く す る ） １ ２ ０ Ｖ の 分 野 に 適 し た も の と な
る 。 二 次 コ イ ル １ ６ は 絶 縁 分 離 さ れ て い る 支 持 体 ５ ８ 上 に 装 着 さ れ て お り 、 こ れ ら 支 持 体
は 中 央 の 支 持 体 が ス ト ラ ッ プ ５ ９ に よ り ２ つ の 外 側 の 支 持 体 に 連 結 さ れ て 構 成 さ れ て い る
。 こ の 場 合 も 、 図 ７ に 詳 細 に 示 す よ う に タ ン グ ス テ ン フ ィ ラ メ ン ト 脚 部 １ ８ が つ ま み 封 止
部 ５ ２ に 入 る 個 所 で こ れ ら 脚 部 を 変 形 さ せ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ７ は 、 １ つ の つ ま み 封 止 部 ３ ２ ′ 及 び 空 所 ３ ４ ′ を 有 す る 硬 質 ガ ラ ス エ ン ベ ロ ー プ ３ ０
′ を 具 え る 図 ４ に 示 す シ ン グ ル エ ン デ ッ ド カ プ セ ル の 好 適 実 施 例 を 示 す 。 タ ン グ ス テ ン フ
ィ ラ メ ン ト １ ０ は 一 次 コ イ ル １ ４ と 二 次 コ イ ル １ ６ と を 有 す る も 、 こ の 場 合 、 一 次 コ イ ル
１ ４ を 、 ほ ぼ タ ン グ ス テ ン ワ イ ヤ １ ２ の 直 径 と な る よ う に 変 形 、 例 え ば 、 伸 長 さ せ て リ ー
ド ワ イ ヤ １ ８ ′ を 形 成 す る 。 こ の 変 形 に よ り 形 成 さ れ た タ ン グ ス テ ン リ ー ド ワ イ ヤ の 部 分
１ ８ Ａ に は 、 つ ま み 封 止 部 ３ ２ ′ 内 で 短 い リ ー ド ３ ６ ′ が 、 例 え ば 緊 締 部 材 ３ ７ ′ を 介 し
て 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
例 え ば 図 ４ ～ ６ に 示 す 、 脚 部 １ ８ ′ に お け る 変 形 さ れ た 一 次 コ イ ル １ ４ は 、 緊 締 部 材 ３ ７
′ 、 ４ ８ 、 ５ ７ に お け る 精 密 公 差 を 回 避 す る こ と に よ り 製 造 を 簡 単 化 し 、 し か も つ ま み 封
止 部 ３ ２ ′ 、 ４ ２ 、 ５ ２ に お け る 線 形 ワ イ ヤ 密 度 が 減 少 す る こ と に よ り 寿 命 終 了 時 の ア ー
ク 放 電 の 消 滅 を 早 め る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 述 し た 実 施 例 は 例 示 に す ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 つ ま み 封 止 部 に 箔 を 有 す る ダ ブ ル エ ン デ ッ ド 石 英 カ プ セ ル （ 従 来 の 技 術 ） を 示 す
。
【 図 ２ 】 空 所 中 に 緊 締 部 材 を 有 す る ワ イ ヤ リ ー ド を 具 え る シ ン グ ル エ ン デ ッ ド 硬 質 ガ ラ ス
カ プ セ ル （ 従 来 の 技 術 ） を 示 す 。
【 図 ３ 】 二 重 コ イ ル フ ィ ラ メ ン ト （ 従 来 の 技 術 ） を 示 す 。
【 図 ４ 】 緊 締 部 材 が つ ま み 封 止 部 内 に 位 置 す る 本 発 明 に よ る シ ン グ ル エ ン デ ッ ド 硬 質 ガ ラ
ス カ プ セ ル を 示 す 。
【 図 ５ 】 緊 締 部 材 が つ ま み 封 止 部 内 に 位 置 す る 本 発 明 に よ る ダ ブ ル エ ン デ ッ ド 硬 質 ガ ラ ス
カ プ セ ル を 示 す 。
【 図 ６ 】 緊 締 部 材 が つ ま み 封 止 部 内 に 位 置 す る 本 発 明 に よ る シ ン グ ル エ ン デ ッ ド 高 電 圧 硬
質 ガ ラ ス カ プ セ ル を 示 す 。
【 図 ７ 】 コ イ ル 脚 部 を 変 形 さ せ モ リ ブ デ ン 緊 締 部 材 を つ ま み 封 止 部 内 に 位 置 さ せ た 本 発 明
に よ る 二 重 コ イ ル フ ィ ラ メ ン ト を 示 す 。
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【要約の続き】
所でタングステンワイヤ（１２）の直径となるようにするのが好ましい。これにより、寿命終了時のアーク放電の消
滅を早め、しかも緊締部材（３７′）における精密公差を回避することにより製造を簡単にする。
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